
 
 
 
 
 
 
 
 
平成28年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成27年4月1日～平成28年3月31日） 
 

修正の理由 
（売上高・営業利益・経常利益・当期純利益） 
 主力製品である１８L缶の売上については、国内産業の活動水準が低位に推移したことから予想を下回る見込みですが、
一方美術缶においては、需要の回復により予想を上回る見込みであり、売上高合計では予想を1.6％上回る見込みであり
ます。 
 損益面では、売上高が予想を上回ったことから、営業利益、経常利益とも予想を上回る見込みですが、加えて法人税の
税制改正に伴い法人税等調整額が増加したことから、当期純利益が予想比26百万円、37.1％上回る見込みとなりました。 
 
※ 上記業績予想につきましては、本資料の発表時現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業
績は今後様々な要因により予想数値とは異なる可能性があります。 
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平成28年3月期 業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成27年４月28日に公表した平成28年３月期（平成27年４月１日～平成28年３
月31日）の通期業績予想の修正につきましてお知らせいたします。 

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利
益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 5,620 20 70 70 6.08
今回修正予想(B) 5,710 23 84 96 8.39
増減額(B-A) 90 3 14 26
増減率(%) 1.6 15.0 20.0 37.1
（ご参考）前期実績 
（平成27年3月期）

5,842 92 155 153 13.37

以 上


